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（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

福００１ 項　　目　　名 低所得者等への光熱費助成事業費（特別障害者手当等受給世帯分）

予算書項目 低所得者等への光熱費助成事業費 ページ 13 所　　属　　名

福祉部 
障がい福祉課年度 R6

一般会計 【問合せ先】障がい者福祉係 0857-30-8217 

【１１次総の施策体系】1203 

【事業の経過及び背景】 
　依然としてエネルギー価格や物価高騰が続いており、低所得者世帯の生活に深刻な影響 
を与えることが懸念されるため、引き続き低所得者の生活支援が必要である。 

【事業の目的及び効果】 
　光熱費の一部を助成することにより、低所得世帯の生活への影響を緩和する。 

【事業の内容】 
・対象者 
　①特別障害者手当受給世帯　 202世帯 （見込）
　　※所得制限による支給停止世帯を除いた住民税非課税世帯に限る　 
　②経過的福祉手当受給世帯　　２世帯 （見込）
　③障害児福祉手当受給世帯　　１世帯 （見込）
　④特別児童扶養手当受給世帯　45世帯 （見込）
　　　　　　　　　　　　計　 250世帯 （見込）
 ・助成額：１世帯あたり１万円 
 ・財　源 ：家計負担激変緩和対策事業補助金（県1/2　※扶助費部分）

款 民生費

項

その他財源の内訳

分担金 0 

0 

区　　分 補正額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 1,250 0 

事業の概要　会計名

市長段階査定額 2,551 0 

社会福祉費

目 社会福祉総務費

補正前額 1,301 

要求額 2,551 

総務部長段階査定額 2,551 

地方債 0 0 

その他 0 0 

一般財源 1,301 諸収入 0 

計 2,551 その他 0 

備　考　欄

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

福００２ 項　　目　　名 低所得者等への光熱費助成事業費（生活保護受給世帯分）

予算書項目 低所得者等への光熱費助成事業費 ページ 13 所　　属　　名

福祉部 
生活福祉課年度 R6

一般会計 【問合せ先】生活支援係 0857-20-3476 

【１１次総の施策体系】1201 

【事業の経過及び背景】 
　依然としてエネルギー価格や物価高騰が続いており、低所得者世帯の生活に深刻な影響
を与えることが懸念されるため、引き続き低所得者の生活支援が必要である。

【事業の目的及び効果】 
　光熱費の一部を助成することにより、低所得世帯の生活への影響を緩和する。

【事業の内容】 
・対象者：生活保護世帯　1,980世帯（見込） 
　　　※社会福祉施設等入所単身者世帯及び入院単身者世帯を除く。 
・助成額：１世帯あたり１万円 
・財　源：家計負担激変緩和対策事業補助金（県1/2　※扶助費部分） 

款 民生費

項

その他財源の内訳

分担金 0 

0 

区　　分 補正額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 9,900 0 

事業の概要　会計名

市長段階査定額 20,220 0 

社会福祉費

目 社会福祉総務費

補正前額 10,320 

要求額 20,220 

総務部長段階査定額 20,220 

地方債 0 0 

その他 0 0 

一般財源 10,320 諸収入 0 

計 20,220 その他 0 

備　考　欄
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（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

地方債 0 0 

その他 0 0 

一般財源 7,710 諸収入 0 

計 15,120 その他 0 

備　考　欄

事業の概要　会計名

市長段階査定額 15,120 0 

社会福祉費

目 社会福祉総務費

補正前額 7,710 

要求額 15,120 

総務部長段階査定額 15,120 

一般会計 【問合せ先】育成係 0857-30-8239 

【１１次総の施策体系】1101 

【事業の経過及び背景】 
　依然としてエネルギー価格や物価高騰が続いており、低所得者世帯の生活に深刻な影響
を与えることが懸念されるため、引き続き低所得者の生活支援が必要である。　 

【事業の目的及び効果】 
　光熱費の一部を助成することにより、低所得世帯の生活への影響を緩和する。  

【事業の内容】 
・対象者：児童扶養手当受給世帯　1,482世帯（見込）
　　　※児童扶養手当全部支給停止世帯及び生活保護受給世帯除く 
・助成額：１世帯あたり１万円
・財　源 ：家計負担激変緩和対策事業補助金（県1/2　※扶助費部分）

款 民生費

項

その他財源の内訳

分担金 0 

0 

区　　分 補正額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 7,410 0 

家００１ 項　　目　　名 低所得者等への光熱費助成事業費（児童扶養手当受給世帯分）

予算書項目 低所得者等への光熱費助成事業費 ページ 13 所　　属　　名

健康こども部こども家庭局 
こども未来課年度 R6

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

地方債 0 0 

その他 0 0 

一般財源 25,241 諸収入 0 

計 25,241 その他 0 

備　考　欄

事業の概要　会計名

市長段階査定額 25,241 0 

農業費

目 畜産業費

補正前額 0 

要求額 25,241 

総務部長段階査定額 25,241 

一般会計 【問合せ先】生産振興係 0857-30-8304 

【１１次総の施策体系】2104

【事業の経過及び背景】 
　世界での飼料作物需要増加、原油高、円安等の影響により、飼料価格、資材・燃料代が 
高騰した状況が続いており、経営コストに対する飼料費の割合が高い畜産事業者の経営を 
圧迫している。 

【事業の目的及び効果】 
　これまでに例をみない飼料価格高騰において、飼料費等の一部を緊急的に支援し、 畜産
情勢が大きく変化する中、将来に渡って安定した本市の食を担う畜産事業者の経 営の維持
安定を図る。 

【事業の内容】 
①－１【肉用牛】牛マルキン制度の補填拡充支援　 2,838千円（市1/4）
①－２【肉用豚】豚マルキン制度の補填拡充支援   2,565千円（市1/4）
②　　【乳牛】　高騰配合飼料代支援　　　　　　18,205千円（市1/4）
③－１【肉用鶏】高騰配合飼料代支援　　　　　　　 135千円（市1/4）
③－２【採卵鶏】高騰配合飼料代支援　           1,498千円（市1/4）
     　補正合計額　　　　　　　　　　　　　　 25,241千円

款 農林水産業費

項

その他財源の内訳

分担金 0 

0 

区　　分 補正額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

農００１ 項　　目　　名 畜産経営緊急支援事業費

予算書項目 畜産振興対策事業費 ページ 13 所　　属　　名

農林水産部 
農政企画課年度 R6
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